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１ 

１．はじめに 
 

「幸福実感日本一」をめざす三重県では、県民の皆さんの
「幸福実感」を把握し、県政運営に活用するために、「みえ
県民意識調査」をこれまでに３回実施してきた。 

第１回から第３回までの推移が見えてきたことに加え、毎回
時代の変化を捉えて行ってきた質問への回答からも、様々 

なものが読み取れる。 

【論点】 
 

第３回みえ県民意識調査の結果※から見えてくる課題の 
指摘、課題への対応策、これから県が目指すべき方向性等 
について、県の取り組む幅広い分野に関わる大局的な議論
をいただきたい。 
※今回の議題資料は、4/9に公表された結果速報の内容によっています。 
  結果数値の差などに言及した部分について、統計的有意性は未確認ですので、ご了承ください。 
  現在、属性クロス集計等を含め、より詳細な結果分析を進めており、今夏に結果を公表予定です。 



２．「第３回 みえ県民意識調査」の概要 ２ 
◯目的 

  県民の皆さんの「幸福実感」を把握し、県政運営に活用するため、毎年実施している。 

◯調査の概要 

調査地域 三重県全域 

調査対象 県内居住の20歳以上の男女 

標本数 10,000人 

 実回収総数 5,467人（回収率：54.7％） 

 有効回答数 5,456人（有効回答率：54.6％[ 第１回調査：57.1％、第２回調査：54.3％]） 

 無効回答数 11人 

抽出方法 
・各市町の選挙人名簿を使用した等間隔無作為抽出法 

・標本数は各市町の選挙人名簿登録者数の比率によって割り当て 

調査方法 郵送による発送・回収 

調査期間 平成26年１月～同年２月 

◯集計する際の基本的な属性 
 （１）地域 （２）性別 （３）年齢[10歳階級] （４）主な職業 （５）配偶関係 （６）世帯類型 （７）世帯収入 

 ※（７）について、第２回調査では本人収入を質問している。 

◯調査項目（質問総数：53問） 
 （１）幸福感 （２）地域や社会の状況についての実感 （３）生活や仕事のこと 

 （４）地域や社会とのつながり （５）家族や精神的なゆとり （６）自由意見 




























